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無線通信技術
交通流計測技術
環境認識技術

サグ部交通円滑化
DSSS

準自動走行
（レベル２，３）

コネクティッドカー技術
バーチャルけん引

救援活動 和魂技術ロードマップ

緊急自動車優先走行、不必要案件の呼び出し、高齢化進行によるオーバーフロー
など複数要因があり、自動運転のみでは実現困難 ⇒ 現状レベルの維持

完全自動走行
（レベル４）

緊急車両優先制御
ドローン救急

輸送効率向上

交通流改善
ドローン搬送
オンデマンドバスシステム
モーダルシフト効率向上
エコドライブ
交通需要管理
ITS制御技術
インフラ整備
都市のコンパクト化
信号情報活用運転
道路からの先読み情報活用

●

●



１．情報通信が支える次世代のITS、2015年3月一般公開講演会資料(事務局：総務省)

http://mic-its-conference-2015.net/

２．消防白書
http://www.fdma.go.jp/concern/publication/index_2.html
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